
金 田 地 区 都 市 再 生 整 備 計 画

平 成 27 年 12 月 25 日

千 葉 県 木 更 津 市

社会資本総合整備計画（第２回変更）



1 金田地区都市再生整備計画
平成２４年度　～　平成２７年度　（４年間） 木更津市

地区内の定住人口を3千人(H23)から5.4千人(H27)に増加させる。
高速バスの年間乗降者数を53万人/年(H23)から74.6万人/年(H27)に増加させる。
公民館の年間利用者数を7千人/年(H23)から9.4万人/年(H27)に増加させる。
公民館利用サークル団体数を11団体(H23)から13団体(H27)に増加させる。

金田地区内の年度末時点の居住者数を集計する。

金田バスターミナル利用の高速バスの１年間の乗降者数を集計する。

地域交流センターの１年間の利用者数を集計する。

地域交流センターの１年間の活動団体数を集計する。

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1-A-1 都市再生 一般 木更津市 直接 木更津市 1,069.8

1,069.8

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

0.0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

0.0

番号 備考

社会資本総合整備計画（市街地整備） 平成27年12月25日

計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　東京湾アクアライン効果を活かした交通拠点の強化やまちの新たな交流施設を形成し、職住近接の新たな玄関口のまちづくりを進める。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値 中間目標値 最終目標値
(H23末) (H27末）

３千人 － ５．４千人

53万人/年 － 74.6万人/年

７千人/年 － 9.4千人/年

11団体 － 13団体

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,069.8 百万円 Ａ 1,069.8 百万円 Ｂ 0 百万円 Ｃ 0 百万円

効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

事業実施期間（年度）

木更津市 金田地区都市再生整備計画事業
道路、地域生活基盤施設、高質空間形成施設、高次
都市施設、地域創造支援事業、A=350ha

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容 全体事業費

（百万円）（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

合計

合計

合計

事業実施期間（年度）

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名



（参考図面）

計画の名称 1 金田地区都市再生整備計画

計画の期間 平成２４年度　～　平成２７年度　（４年間） 木更津市交付対象

N

1-A-1

金田地区都市再生整備計画事業


